
このような心身共に過重な業務を担い遂行する

ためには、業務に関して支援や助言を行うスー

パーバイザーの配置が必要である。 

３．調整看護師の活動への支援として、グリーフ

ワークやカウンセリング等に関する専門家によ

る継続的な研修体制の整備などが必要である。 

４．突然、肉親を失い悲嘆にくれる遺族に死因究

明のための解剖や、調査への協力を受け入れて

もらうよう働きかけていくことは、調整看護師

にとってもストレスであり、トラウマになった

り、バーンアウトの原因ともなる恐れがある。

このため、専門家によるメンタルヘルスサポー

トの体制や、休養やリフレッシュのための休暇

制度などを検討する必要がある。 
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